青山荘　　フェイスシート

平成18年　12月　18日　担当：　山田　

	入　所　者
	氏　名　　　関　秀治　様　　　　　男・女　　　　　　昭和　53年　3月　1日生（28歳）

	
	〒034-0301　　　住　所　上北郡十和田湖町大字奥瀬堰道88　　　　　電話　0176-72-2825

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	平成14年8月頃
	罹 患 期 間
	約　4　年　

	
	入院回数
	1　回
	延べ入院年数
	約2年3ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　猪又Dr　）
	外来受診日
	毎金曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国・保　（扶養）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	障害基礎２級　（月額6.5万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　生活訓練施設　青山荘

	住まいの場
	　デイケア、パンションリヴェイラ（社会適応訓練事業利用予定先）

	入所年月日
	Ｈ16年2月16日
	身長
	172.0cm
	体重
	74.0kg

	最終学歴
	東京農業大学短期大学（中退）
	免許・資格
	普通自動車1種免許（保護者預り）

	職　歴
	就業先
	期間
	内容
	辞めた理由

	
	国際会館（パチンコ店）

たか久
トイザらす

農工園　千里平
	H10.9～H12.2
H10.7～H11.3
H11.3~H11.10

H12.3~H12.4
	ホールスタッフ

皿洗い

接客・品出し

指導員
	専門学校へ進学する為

仕事についていけなかった。給料安い。

接客が負担だった。解雇になった。

仕事が辛かった。解雇になった。

	保　護　者
	氏　　名　　　関　善一　　様　　　　　　　　　続柄　　　父　　（同居　・否）

	長期目標

・グループホームでの生活が行える日常生活技術の獲得。

　①食事準備　②服薬自己管理　③掃除技術　④定期的な運動　⑤余暇の過ごし方　⑥相談技術　

・就労活動などを通し、対人ストレスを軽減できる対人スキルを獲得する。それと同時に相談など支援する場の

環境整備を行う。

	入院・治療歴　　

	H14.8～H14.11

H14.11～H16.2
	通院

入院
	青南病院

〃

	生活歴

十和田湖町で出生。幼少期より神経質で大人しい性格で何事にもまじめに行う方であった。地元では優秀な高校に進学するが、2年時に事故に遭い、以降被害的となり学校に行けなくなり退学する。アルバイトをしながら大学検定を受け、専門学校に通い資格取得する（介護福祉士）。平成14年3月介護職に就くが、対人関係のストレスにより１ヶ月程で退職する。その後自宅にて酪農の手伝いをしながら生活するが、「他人が自分のことを悪く思っている」と被害妄想が強くなる。「車の運転が荒くなる」「物にあたる」などの行為が増え、平成14年8月頃に父の勧めにより青南病院受診。不安感・不眠は軽減するが、幻聴や被害妄想が顕著となり、同年11月青南病院任意入院となる。平成16年2月より青山荘へ入所し、退所を検討しながら生活面・就労面において訓練を行う。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父→保護者。実家で酪農を営んでいる。本人や青山荘からの協力依頼にも直ぐに応じ、協力的。しかし、病気の理解にやや欠ける部分があり、酪農作業を過度に手伝わせるなど本人の負担にも繋っている。

母→父と一緒に酪農を営む。本人の病気再発を心配しており、退所後も本人に対する職員の関わりを多く望んでいる。父と共に協力的である。

＊兄・長姉・次姉との仲は良好だが、遠方に住んでいる為もあり時々しか連絡を取る機会がない。青山荘との関わりも特にない。


青山荘　施設処遇会議①

　　　　　　　　　　　　平成　18年12月18日（月）

	氏　名
	関　秀治　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和　53年　3月　1日（28歳）


	問題点
	介入方法

	職親利用について

＃1、対人交流

　例）慣れない他人と話すことができない

　2、働くこと（活動内容）に不安がある

　3、将来どのように生活していけば良いか

不安に考えている


	就労目的：就労訓練を行うことにより社会性の獲得を図るとともに対人ストレスの対処技能の獲得や就労における作業技能・体力の向上を実感し、自信をつける。その事で生活の幅を広げ、本人の満足感の向上を図る。また、本人が安定した生活を送ることで他入所者への就労意欲にも繋がる。

①意欲の向上・維持を図る

・職親事業所（利用予定先）と連携をとり、本人が理解しやすい説明・体験等を行い、作業をしやすい環境作りを行う。

・作業終了後にフィードバック・申し送りなど他利用者や管理人様と作業を振り返る時間を設ける。その際にはマイナス面よりもプラス面を多く振り返る。

②効果・成果を実感させる

・課題点・問題点は青山荘・青明舎職員が事業所へ定期的に訪問し、書き出しておく。それを元に個別やＳＳＴなどの集団的な関わりの中で練習を行い、対処能力の向上を図る。

・練習した対処能力に関しては、事前に関係機関で情報共有を図り、本人を褒める等の活動を行う。

③不安傾向が強い為、段階ごとに積み重ね、自信をつけさせる。

・出来ることをある程度継続して行い、それに付加させる形で作業を増やしたり目標を設定していく。

④作業以外の不安を取り除く

・退所に向け「退所後はどの様な生活となるのか」分からず不安な点もある。職員と一緒に退所後生活を想定し、食事作りや洗濯・金銭管理など日常活動に不安な部分を練習していく。

・相談しやすい環境作りをする。（本人からも相談することはあるが、職員が活動していると、気を使い相談しない。職員から面談の機会を設ける。交換日誌などで連絡するなど調整をしている）

・職親体験実習場所への交通費（1日400円）なども気にかけているが、希望しているグループホーム入居が決定後に住所を八戸市へ変更し、市営バス特別乗車券の交付申請をする。

・退所後の相談や支援機関・支援内容を検討する。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	①退所後の生活について（平成18年度8月～10月）

社会適応訓練事業利用を検討する際（8月）に再度退所後の生活の場に関して本人に確認をとると、「職員が八戸市の方が良いと話していましたから」と話す。本人の意見を聞くと、本人は具体的に考えたことがなく、自宅と八戸市内のどちらにするか決められずに悩んでいる。その後、両親や主治医も含め繰り返し退所後の生活を検討してみることで八戸市に住むことと決定する。本人・両親の希望により青南病院近隣で、職員との関わりも多い場所での生活が検討される。職員間でも日常生活・健康面に対しての支援、相談・話し相手となる職員の関わりが必要と考え、グループホーム入居を検討している。

②生活技術の獲得（平成16年2月～）

　食事準備、金銭管理、生活場所清掃、体調管理、社会資源の利用（バス、生活支援センターなど）を主な課題として挙げている。自分で行った事が分かるようにフィードバックを行い、記録を記入している。これまでの記録を参考にしたり職員や他入所者に相談する等、その機会や方法を調整することにより、序々に技術の向上・方法などの理解は図れている。

③社会適応訓練事業（平成18年4月～）＊以後職親
　前年度よりデイケアでの就労前準備段階プログラムや職親協力事業所見学・職業機能評価・就労ガイダンス参加などを通し、就労に対しての知識も獲得と意識向上を図り、職親利用を検討、4月から利用体験実習や青明舎での就労訓練（どちらも清掃作業）を行う。しかし、「他事業所利用検討」「退所後の生活の場を検討」「女性関係にて情緒不安定」「家族の不祥事」となり実習中断することもある。その都度問題点を解決・様子観察し、現在は職親利用予定事業所にて実習を継続している。12月上旬職親利用申請をし、1月より正式利用となる予定。主に対人交流に課題を持ち、ストレスとなる対人場面（主に話す相手・方法・言葉遣い・タイミングで悩むことが多い）を具体的にSSTや面談時に練習し、青明舎での就労訓練において実践する事などにより序々に改善見られている。

対人関係において具体的な課題点を出し、問題解決を図ることを繰り返すことで、活用し、自分で問題を解決する技能の習得も図れる。否定された時や苦手な相手との関わりでは、表現を上手く行えずストレスを抱えてしまう事も多いが、青山荘自治会やプログラムなど慣れた環境であれば積極的に発言し、リーダー的な存在ともなっている。

＊パンション・リヴェイラ

知的障害者の職親協力事業所、精神障害者社会適応訓練事業の協力事業所として登録している。

従業員６名　3～6階の一般清掃

現在は知的障害者をパート雇用とし、精神障害者もパート雇用予定となっている。


プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　


職親先


「パンション・リヴェイララ」





地域生活支援センター


青明舎





次女（30）札幌市在住





本人





長女（33）札幌市在住


　　　　　（既婚）





本人





十和田市在住





父（64）





母（59）





長兄（37）東京都在住


　　　　　（既婚）





生活訓練施設


青山荘





青南病院デイケア





青南病院ナイトケア





訪問看護





青南病院　外来





職場体験場の提供


作業・対人技能の習得


課題点等の提供








ジョブコーチ








定期的に診察


処方・相談受





定期的に受診


相談





健康・生活状態の把握・管理





健康・生活状態の把握・管理





職場体験場の提供


作業・対人技能の習得


課題点等の提供








相談・就労支援


生活支援











